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特集：地籍調査で進める安心・安全なまちづくり

祭りを守る
　　それが若いもんのつとめ



ご意見募集！
　　広報誌をより良くしていくためにみなさんからのご意見を募集しています。ご意見をお送りい
ただいた方の中から抽選で3名様に日南町の特産品をプレゼントいたします。
送り先：〒689-5292　日南町役場　企画課　広報担当
手紙、はがきに①住所②お名前③電話番号④ご意見･ご感想をご記入の上、企画課まで郵送またはお持ち込みください。
みなさんからのご意見お待ちしています！（※メールでは受けつけておりませんのでご注意ください。）

今月の
表紙
「祭りを守る　それが若いもんのつとめ」　

　多里地域に伝わる「かしら打ち」は、毎年11月に行われる
多里神社の秋祭りの日に、その年の五穀豊穣に感謝し、その喜
びを氏神様に奉納するために行われてきた。
　その歴史は長く、明治時代以前から多里地域で行われていた
という記録が残っている。広島県北部を中心として中国地方の
山間部で同様の行事が行われており、多里のかしら打ちも広島
県の備後地方から伝わってきたものと推測される。「かしら」
とは大きな太鼓のことをいい、それを叩くのが「かしら打ち」
である。
　もともとは新屋地区で行われていた行事だったが、若者の減
少によって新屋地区だけの取り組みが困難になり、昭和40年
頃から、多里地域全体の青年団で行うようになった。その後平
成15年に「多里かしらうち保存会」が発足し、現在に至る。
　平成17年には福栄地域に伝わるかしら打ちとともに、「日
南のかしら打ち」として鳥取県無形民俗文化財に指定された。

　多里のかしら打ちでは、花笠をかぶった４人が、地面に
横にすえた大太鼓を差し向かいに囲んで打ちます。3つの太
鼓にそれぞれ４人の計12人と、これに天狗面の露払いと、
茶利（仮面の道化役）がついて出ます。
　メンバーは、高校2年生から50代までと幅広く、この日
のために帰省した人や、移住してすっかり保存会のメン
バーとして馴染んだ人も。みなさんそれぞれに「多里の祭
りを守っていく」という心意気が感じられます。

　今年の秋祭りは、11月13日。当日は朝から多里地区をね
り歩き、その道すがら家々を訪れます。訪問された家は、
その後一年間、魔よけと益々の繁栄があると言われ、地域
で親しまれています。
　この日は小雨の降る中でしたが、保存会のみなさんが近
くにやってくると、それを待ちわびていた近所の人々が集
まり、茶利に祝儀を渡します。
　「待ってくれている人がいるから、これからもかしら打
ちを途絶えさせたくない」。保存会のみなさんはそう力強
く話していました。

  広報にちなん令和４年12月　  ２

12月号は、多里地域に古くから伝わる伝統芸能「かしら打ち」についてご紹介します。

多里のかしら打ち



３　  広報にちなん令和４年12月

　寒
い
日
に
暖
房
が

効
い
た
暖
か
い
部
屋

か
ら
急
に
寒
い
場
所

に
移
動
す
る
と
、
急

激
な
温
度
差
に
よ
り

血
圧
が
急
に
上
昇
し
、

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
、

脳
出
血
な
ど
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
入
浴
中
に
体

が
温
ま
る
こ
と
に
よ
り
血
圧
が
急
に
低
下
し
て

浴
槽
内
で
意
識
を
失
い
溺
死
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
急
激
な
温
度
変
化
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
起
こ
る
こ
と
を
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
は

冬
場
の
浴
室
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
で
起
こ
り
や

す
く
、
高
齢
者
や
生
活
習
慣
病
が
あ
る
人
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

お
風
呂
の
場
合

【
入
浴
前
に
脱
衣
所
や
浴
室
を
暖
め
る
】

　脱
衣
所
や
浴
室
は
暖
房
で
暖
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
暖
房
が
な
い
場
合
は
お
湯
を
入
れ
る

と
き
に
風
呂
の
蓋
を
開
け
て
お
く
こ
と
も
有
効

で
す
。

【
湯
温
は
41
℃
以
下
、

　
　  

湯
船
に
つ
か
る
時
間
は
10
分
を
目
安
に
】

　長
い
時
間
入
浴
す
る
と
、
心
臓
に
負
担
が

か
か
り
疲
労
感
が
増
し
、
ふ
ら
つ
き
や
転
倒
の

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
浴
槽
か
ら
急
に
立
ち
あ
が
ら
な
い
】

　浴
槽
か
ら
出
る
と
き
、
急
に
立
ち
上
が
る
と

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

血
圧
が
急
激
に
下
が
り
立
ち
く
ら
み
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
控
え
る
】

　食
後
は
平
時
よ
り
血
圧
が
低
く
な
っ
て
い
ま

す
。
時
間
を
お
い
て
か
ら
入
浴
し
ま
し
ょ
う
。

【
入
浴
す
る
前
に
家
族

に
一
声
か
け
る
】

　高
齢
者
が
一
人
に
な

る
浴
室
内
は
注
意
が
必

要
で
す
。
数
分
お
き
に

家
族
の
方
に
見
回
っ
て

も
ら
え
ば
安
心
で
す
。

　万
が
一
、
浴
槽
内
で
意
識
を
失
っ
て
い
て
引

き
上
げ
る
こ
と
が
難
し
け
れ
ば
、
浴
槽
の
排
水

栓
を
抜
い
て
顔
が
お
湯
に
つ
か
ら
な
い
よ
う
に

し
て
救
急
車
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
の
場
合

【
ト
イ
レ
に
暖
房
器
具
を
設
置
す
る
】

　ト
イ
レ
の
温
度
差
を
少
な
く
す
る
た
め
に
暖

房
器
具
を
設
置
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
は
す
ぐ
に
温

ま
り
ま
す
。
人
が
い
る
と
き
だ
け
作
動
す
る
人

感
セ
ン
サ
ー
付
き
の
も
の
な
ど
が
便
利
で
す
。

ま
た
、
便
座
は
暖
房
便
座
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

【
い
き
み
す
ぎ
に
注
意
す
る
】

　ト
イ
レ
で
い
き
む
と
血
圧
が
上
昇
し
ま
す
。

暖
か
い
部
屋
か
ら
移
動
直
後
は
力
を
入
れ
す
ぎ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
】

　ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
を
活
用
す
れ
ば
寒
い
廊

下
や
ト
イ
レ
に
移
動
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
の
リ
ス
ク
も
回
避
で
き
ま
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
を

　
　
　
　
予
防
す
る
た
め
の
対
策
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土
地
は
私
た
ち
が
生
活
や
生

産
活
動
を
行
う
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
で
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
日
南
町
で
は
、
土

地
の
実
態
を
正
確
に
調
査
し
地

籍
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平
成

10
年
度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
」
の
記
録
で
あ
る
戸
籍

に
対
し
て
「
土
地
」
の
戸
籍
と

も
言
え
る
地
籍
は
、
災
害
復
旧

の
迅
速
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
固

定
資
産
税
や
不
動
産
登
記
行
政

の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
重
要
な

も
の
で
す
が
、
日
南
町
の
進
捗

率
は
37
％
（
令
和
４
年
３
月
末

現
在
）
と
、
町
全
体
の
地
籍
調

査
の
完
了
に
は
長
い
年
月
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
土
地
を
売
買
し
た
り
、相
続
な
ど
に
際
し

て
分
筆（
登
記
上
１
筆
の
土
地
を
複
数
筆
に

分
割
す
る
こ
と
）し
た
り
、
公
共
用
地
に
必

要
な
部
分
を
取
得
し
た
り
す
る
場
合
、土
地

の
正
確
な
地
籍（
地
番
、地
目
、境
界
、面
積
、

所
有
者
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
籍
は
、登
記
所
の
登
記
記

録
（
登
記
簿
）
と
公
図
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
多
く
は
明
治

時
代
の
地
租
改
正
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

記
録
を
も
と
に
今
日
に
至
る
ま
で
加
除
修

正
が
加
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、必
ず
し
も

土
地
の
実
態
が
正
確
に
表
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
公
図
の
中
に

は
、所
有
者
自
身
に
よ
る
局
地
的
な
測
量
に

よ
る
も
の
で
緯
度
・
経
度
と
の
関
連
付
け

も
な
く
、現
地
と
大
き
な
食
い
違
い
が
生
じ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
ず
、こ
の
よ
う
な

状
況
が
依
然
放
置
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

土
地
に
関
わ
る
多
く
の
行
政
活
動
や
経
済

活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

・
隣
地
と
の
境
界
争
い
に
な
る

・
公
共
事
業
の
進
行
の
妨
げ
と
な
る

・
災
害
等
の
復
旧
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
、
地
籍
調
査
を
し
て
い
な
い
と
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
、
１
筆
ご
と
の
土
地
の
実
態
を
あ

ら
た
め
て
調
査
・
測
量
し
、
正
確
な
土
地

面
積
の
測
定
や
精
度
の
高
い
復
元
性
の
あ

る
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
１
年
目
】
説
明
会
・
現
地
調
査
　
　

　
調
査
に
先
立
っ
て
説
明
会
を
実
施
し
、

　
現
地
に
お
い
て
長
狭
物
（
道
路
、
河
川
、

　
鉄
道
線
路
等
の
細
く
て
長
い
敷
地
を
持

　
つ
も
の
）
、
個
人
の
一
筆
地
の
境
界
を

　
確
認
し
ま
す
。

【
２
年
目
】
測
量

　
境
界
確
認
を
行
っ
た
一
筆
地
の
正
確
な

　
測
量
を
行
い
ま
す
。

【
３
年
目
】
地
籍
図
・
地
籍
簿
の
作
成

　
測
量
の
結
果
に
基
づ
い
て
面
積
を
測
定

　
し
、
土
地
所
有
者
の
確
認
（
仮
閲
覧
・

　
閲
覧
）
を
経
た
う
え
で
地
籍
図
と
地
籍

　
簿
を
作
成
し
ま
す
。

【
４･

５
年
目
】
認
証･

法
務
局
へ
の
送
付

　
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
国
・
県
へ

　
認
証
請
求
を
行
い
、
県
の
認
証
と
国
の

　
承
認
後
、
成
果
を
法
務
局
へ
送
付
し
事

　
業
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
の
測
量
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
高
精
度
な
空
中
写

真
や
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
等
の
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
デ
ー
タ
」
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

南
町
で
も
近
年
、
こ
の
技
術
を
用
い
た
地
籍
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
こ
の
方
式
も
「
航
測
法
」
と
い
う
地

籍
調
査
の
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
航
測
法
に
よ
っ
て
地
籍
調
査
を
行
う
場
合
、
日
南
町
で

は
「
地
上
法
（
従
来
の
現
地
調
査
に
よ
る
方
法
）
」
に
よ

る
地
籍
調
査
に
か
か
っ
て
い
た
年
数
を
１
年
短
縮
し
て
実

施
で
き
ま
す
。
地
上
法
で
は
２
年
か
か
っ
て
い
た
現
地
調

査
・
現
地
測
量
に
代
わ
る
工
程
を
、
航
測
法
で
は
１
年
で

行
え
る
た
め
、
最
短
４
年
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
航
測
法
で
は
基
本
的
に
杭
を
打
ち
な
が
ら
の
現

地
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
山
間
部
の
急

傾
斜
で
の
滑
落
・
転
落
に
よ
る
事
故
や
、
野
生
動
物
に
よ

る
被
害
等
、
調
査
に
伴
う
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
た
だ
し
、
航
測
法
に
よ
る
地
籍
調
査
を
行
う
た
め
に
は

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
、
航
測
法
で
は
実
施
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
南
町
全
体
で
効
率
的
に
地
籍
調
査

を
進
め
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
前
と
調
査
後
で
面
積
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、

間
違
い
で
は
な
い
か
？

地
籍
調
査
を
行
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
面
積
が

変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
精
度
の
高
い
方
法
で
測
量
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
実
態
に
沿
っ
た
正
確
な
面
積
が
算
出

さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
前
と
比
べ
る
と
差
が
出
ま
す
が

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
登
記
完
了
の
翌
年
度
か
ら

の
固
定
資
産
税
が
増
え
る
（
減
る
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
代
、
先
々
代
と
古
い
名
義
の
土
地
が
残
っ
て
い

る
。
地
籍
調
査
の
と
き
に
名
義
変
更
を
し
て
も
ら

え
る
か
？ 

地
籍
調
査
で
は
基
本
的
に
名
義
変
更
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
ご
自
分
の
土
地
に
隣
接
す
る
現
況
の
地
目

が
同
じ
土
地
に
つ
い
て
合
筆
を
行
う
際
は
、
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
が
自
分
の
先
代
の
方
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て
町
が
名
義
変
更
の
登
記
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

隣
同
士
で
境
界
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
時
は
ど

う
な
る
の
？

「
筆
界
未
定
」
と
な
り
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
が
調
査
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
け
ず
隣
地

と
の
境
界
が
決
ま
ら
な
い
場
合
や
、
調
査
結
果
に
ご
了
承

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
土
地
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・

境
界
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を

得
ず
「
筆
界
未
定
」
と
し
て
調
査
を
終
了
し
ま
す
。

「
筆
界
未
定
」
に
な
る
と
、
そ
の
土
地
の
み
で
な
く
、

隣
接
す
る
土
地
も
含
め
て
「
筆
界
未
定
」
と
な
っ
て
し

ま
い
、
地
籍
図
（
法
務
局
に
送
付
す
る
地
図
）
に
は
境

界
線
が
な
く
、
誰
の
土
地
が
ど
の
位
置
に
あ
り
、
ど
の

く
ら
い
の
範
囲
な
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

先
日
現
地
調
査
で
杭
を
打
っ
た
箇
所
が
間
違
っ
て

い
る
。
自
分
で
打
ち
直
し
て
も
い
い
か
？

無
断
で
打
ち
直
さ
ず
、
必
ず
役
場
や
調
査
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
地
調
査
で
作
成
し
た
杭
の
位
置
を
記
載
し
た
図
面

を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
打
ち

直
す
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
る
の
？

測
量
や
登
記
手
続
き
な
ど
、
調
査
に
か
か
る
土
地

所
有
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
町

の
負
担
に
よ
り
行
い
ま
す
。

地籍調査で進める
　　　　安心・安全なまちづくり

日
南
町
の

　地
籍
調
査
に
つ
い
て

地
籍
調
査
の
目
的

地
籍
調
査
の
進
め
方

航
測
法
に
よ
る
地
籍
調
査

測量の様子

地籍調査、

みんなで進
めようで！

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ 地
籍
調
査
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　よ
く
あ
る
質
問

ＱＡ
【
問
合
せ
】 

役
場
建
設
課
　
８
２―
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特集　地籍調査で進める安心・安全なまちづくり

　
土
地
は
私
た
ち
が
生
活
や
生

産
活
動
を
行
う
上
で
非
常
に
重

要
な
も
の
で
、
次
の
世
代
に

し
っ
か
り
と
引
き
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
日
南
町
で
は
、
土

地
の
実
態
を
正
確
に
調
査
し
地

籍
を
明
確
に
す
る
た
め
、
平
成

10
年
度
か
ら
地
籍
調
査
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
人
」
の
記
録
で
あ
る
戸
籍

に
対
し
て
「
土
地
」
の
戸
籍
と

も
言
え
る
地
籍
は
、
災
害
復
旧

の
迅
速
化
、
ま
ち
づ
く
り
、
固

定
資
産
税
や
不
動
産
登
記
行
政

の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
る
重
要
な

も
の
で
す
が
、
日
南
町
の
進
捗

率
は
37
％
（
令
和
４
年
３
月
末

現
在
）
と
、
町
全
体
の
地
籍
調

査
の
完
了
に
は
長
い
年
月
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

　
事
業
を
計
画
的
に
進
め
て
い

く
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
土
地
を
売
買
し
た
り
、相
続
な
ど
に
際
し

て
分
筆（
登
記
上
１
筆
の
土
地
を
複
数
筆
に

分
割
す
る
こ
と
）し
た
り
、
公
共
用
地
に
必

要
な
部
分
を
取
得
し
た
り
す
る
場
合
、土
地

の
正
確
な
地
籍（
地
番
、地
目
、境
界
、面
積
、

所
有
者
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
籍
は
、登
記
所
の
登
記
記

録
（
登
記
簿
）
と
公
図
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
そ
の
多
く
は
明
治

時
代
の
地
租
改
正
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た

記
録
を
も
と
に
今
日
に
至
る
ま
で
加
除
修

正
が
加
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、必
ず
し
も

土
地
の
実
態
が
正
確
に
表
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、
公
図
の
中
に

は
、所
有
者
自
身
に
よ
る
局
地
的
な
測
量
に

よ
る
も
の
で
緯
度
・
経
度
と
の
関
連
付
け

も
な
く
、現
地
と
大
き
な
食
い
違
い
が
生
じ

て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
地
籍
調
査
が
実
施
さ
れ
ず
、こ
の
よ
う
な

状
況
が
依
然
放
置
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、

土
地
に
関
わ
る
多
く
の
行
政
活
動
や
経
済

活
動
に
支
障
を
き
た
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、

・
隣
地
と
の
境
界
争
い
に
な
る

・
公
共
事
業
の
進
行
の
妨
げ
と
な
る

・
災
害
等
の
復
旧
に
時
間
が
か
か
る

な
ど
、
地
籍
調
査
を
し
て
い
な
い
と
さ
ま

ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
地
籍
調
査
は
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す

る
た
め
、
１
筆
ご
と
の
土
地
の
実
態
を
あ

ら
た
め
て
調
査
・
測
量
し
、
正
確
な
土
地

面
積
の
測
定
や
精
度
の
高
い
復
元
性
の
あ

る
地
図
を
作
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

【
１
年
目
】
説
明
会
・
現
地
調
査
　
　

　
調
査
に
先
立
っ
て
説
明
会
を
実
施
し
、

　
現
地
に
お
い
て
長
狭
物
（
道
路
、
河
川
、

　
鉄
道
線
路
等
の
細
く
て
長
い
敷
地
を
持

　
つ
も
の
）
、
個
人
の
一
筆
地
の
境
界
を

　
確
認
し
ま
す
。

【
２
年
目
】
測
量

　
境
界
確
認
を
行
っ
た
一
筆
地
の
正
確
な

　
測
量
を
行
い
ま
す
。

【
３
年
目
】
地
籍
図
・
地
籍
簿
の
作
成

　
測
量
の
結
果
に
基
づ
い
て
面
積
を
測
定

　
し
、
土
地
所
有
者
の
確
認
（
仮
閲
覧
・

　
閲
覧
）
を
経
た
う
え
で
地
籍
図
と
地
籍

　
簿
を
作
成
し
ま
す
。

【
４･

５
年
目
】
認
証･

法
務
局
へ
の
送
付

　
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
国
・
県
へ

　
認
証
請
求
を
行
い
、
県
の
認
証
と
国
の

　
承
認
後
、
成
果
を
法
務
局
へ
送
付
し
事

　
業
完
了
と
な
り
ま
す
。

　
近
年
の
測
量
技
術
の
発
展
に
伴
い
、
高
精
度
な
空
中
写

真
や
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
等
の
「
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ

ン
グ
デ
ー
タ
」
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日

南
町
で
も
近
年
、
こ
の
技
術
を
用
い
た
地
籍
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
こ
の
方
式
も
「
航
測
法
」
と
い
う
地

籍
調
査
の
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
航
測
法
に
よ
っ
て
地
籍
調
査
を
行
う
場
合
、
日
南
町
で

は
「
地
上
法
（
従
来
の
現
地
調
査
に
よ
る
方
法
）
」
に
よ

る
地
籍
調
査
に
か
か
っ
て
い
た
年
数
を
１
年
短
縮
し
て
実

施
で
き
ま
す
。
地
上
法
で
は
２
年
か
か
っ
て
い
た
現
地
調

査
・
現
地
測
量
に
代
わ
る
工
程
を
、
航
測
法
で
は
１
年
で

行
え
る
た
め
、
最
短
４
年
で
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
航
測
法
で
は
基
本
的
に
杭
を
打
ち
な
が
ら
の
現

地
確
認
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
山
間
部
の
急

傾
斜
で
の
滑
落
・
転
落
に
よ
る
事
故
や
、
野
生
動
物
に
よ

る
被
害
等
、
調
査
に
伴
う
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
可

能
で
す
。

　
た
だ
し
、
航
測
法
に
よ
る
地
籍
調
査
を
行
う
た
め
に
は

い
ろ
い
ろ
な
条
件
が
あ
り
、
航
測
法
で
は
実
施
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。
日
南
町
全
体
で
効
率
的
に
地
籍
調
査

を
進
め
る
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

調
査
前
と
調
査
後
で
面
積
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、

間
違
い
で
は
な
い
か
？

地
籍
調
査
を
行
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
面
積
が

変
わ
り
ま
す
。

　
現
在
使
わ
れ
て
い
る
精
度
の
高
い
方
法
で
測
量
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
実
態
に
沿
っ
た
正
確
な
面
積
が
算
出

さ
れ
ま
す
の
で
、
調
査
前
と
比
べ
る
と
差
が
出
ま
す
が

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
登
記
完
了
の
翌
年
度
か
ら

の
固
定
資
産
税
が
増
え
る
（
減
る
）
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
代
、
先
々
代
と
古
い
名
義
の
土
地
が
残
っ
て
い

る
。
地
籍
調
査
の
と
き
に
名
義
変
更
を
し
て
も
ら

え
る
か
？ 

地
籍
調
査
で
は
基
本
的
に
名
義
変
更
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
ご
自
分
の
土
地
に
隣
接
す
る
現
況
の
地
目

が
同
じ
土
地
に
つ
い
て
合
筆
を
行
う
際
は
、
隣
接
す
る

土
地
の
所
有
者
が
自
分
の
先
代
の
方
で
あ
る
場
合
に
限

り
、
所
有
者
に
代
わ
っ
て
町
が
名
義
変
更
の
登
記
を
行

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

隣
同
士
で
境
界
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
時
は
ど

う
な
る
の
？

「
筆
界
未
定
」
と
な
り
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
が
調
査
に
立
ち
会
っ
て
い
た
だ
け
ず
隣
地

と
の
境
界
が
決
ま
ら
な
い
場
合
や
、
調
査
結
果
に
ご
了
承

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
土
地
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・

境
界
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
や
む
を

得
ず
「
筆
界
未
定
」
と
し
て
調
査
を
終
了
し
ま
す
。

「
筆
界
未
定
」
に
な
る
と
、
そ
の
土
地
の
み
で
な
く
、

隣
接
す
る
土
地
も
含
め
て
「
筆
界
未
定
」
と
な
っ
て
し

ま
い
、
地
籍
図
（
法
務
局
に
送
付
す
る
地
図
）
に
は
境

界
線
が
な
く
、
誰
の
土
地
が
ど
の
位
置
に
あ
り
、
ど
の

く
ら
い
の
範
囲
な
の
か
わ
か
ら
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

先
日
現
地
調
査
で
杭
を
打
っ
た
箇
所
が
間
違
っ
て

い
る
。
自
分
で
打
ち
直
し
て
も
い
い
か
？

無
断
で
打
ち
直
さ
ず
、
必
ず
役
場
や
調
査
業
者
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
地
調
査
で
作
成
し
た
杭
の
位
置
を
記
載
し
た
図
面

を
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
で
打
ち

直
す
こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
費
用
の
個
人
負
担
は
あ
る
の
？

測
量
や
登
記
手
続
き
な
ど
、
調
査
に
か
か
る
土
地

所
有
者
の
費
用
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
籍
調
査
事
業
は
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
お
よ
び
町

の
負
担
に
よ
り
行
い
ま
す
。

地籍調査で進める
　　　　安心・安全なまちづくり

日
南
町
の

　地
籍
調
査
に
つ
い
て

地
籍
調
査
の
目
的

地
籍
調
査
の
進
め
方

航
測
法
に
よ
る
地
籍
調
査

測量の様子

地籍調査、

みんなで進
めようで！

ＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡ 地
籍
調
査
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　よ
く
あ
る
質
問

ＱＡ
【
問
合
せ
】 

役
場
建
設
課
　
８
２―
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「まなびや縁側」日南拠点
■第2回 MY FUTUREを実施

　『MY FUTURE』は、さ

まざまな職業の大人をゲ

ストに迎え、その人のこ

れまでの人生や職業、地

元への思いなどを聞く特

別授業です。

　10月21日は、霞神社の伊田廣長さんをお招きし、

３拠点をオンラインで結んで実施しました。

　伊田さんが家業である神主という仕事にこれまで

どう向き合ってきたか、そして未来についてお話し

いただきました。伊田さんが飾らない話ぶりで親し

みやすい雰囲気を作ってくださったこともあり、生

徒も聞きやすかったようです。生徒は、「神主や神

社について知れて良かった」「将来は分からないが

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
住   所：日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階（JR生山駅隣接）
対   象：日南中学校3年生、高校生
開   塾：火～金曜日　13:00～20:00 ／ 土曜日　10:00～18:00
休塾日：日曜日・月曜日・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、加えて翌火曜日を振替休塾日とします）
T E L：080-8035-1460 　　　　　E-mail：nichi.manabiya@gmail.com

塾   費：中学生無料／高校生1,000円(月額)

公式LINE

「生き抜く力」を育む園小中一貫教育

特色6　自己効力感を高める活動

【問合せ】 教育委員会事務局 　８２- １１１８

　「自己効力感」という言葉をご存知ですか。

「自己肯定感」という言葉のほうが聞き覚えがあ

る人が多いのではないかと思います。「自己肯定

感」は、ありのままの自分の存在を認めることが

できることで、「自己効力感」は、「自分ならで

きる」と考えることができることを表すので、意

味が異なります。

　「自己効力感」が高いと、以下のようになると

考えられています。

・失敗を恐れない、自分はできると信じることができる

・失敗しても落ち込まない

・モチベーション（やる気）を維持できる

 広報にちなん令和４年12月　  ６

マイ フューチャー
今できることを一生懸命しようと思った」といった

感想を話していました。また、今回は生徒に加え、

まなびや縁側のOGも参加してくれ、卒業後もこうし

て縁側に関わってくれることをうれしく思います。

■見学利用の受付を開始
　広報のこのコーナーやチラシなどを通して、まな

びや縁側の認知度は上がってきています。しかし講

師の人物像や塾の雰囲気、そして個々に対応した支

援や活動などは、来塾して実際に感じていただくの

が一番だと思います。

　そこで10月から、見学の受付を開始しました。塾

対象者である中学３年生から高校生はもちろん、中

学１～２年生や保護者・地域のみなさんもぜひ見学

にいらしてください。見学は、ページ下部の連絡先

やQRコードからお申込みください。 

　園小中では、自己効力感の高い子どもを育てる

ために、以下のことを心がけています。

・成功体験を積ませる

・身近な成功体験の例を参考にする

・前向きな声かけ

・健康管理

　地域のみなさんからも子どもたちに「元気がい

いね」「頑張っていたね」「○○見たよ」など、

子どもたちにぜひ、前向きな言葉をかけてやって

ください。こども園、小中学校、そして地域が一

緒になって、子どもたちの自己効力感を育ててい

きましょう。
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外国語指導助手
ルーシーの Happy Column

　
元
々
は
、
宝
篋
印
経
に
あ
る
陀
羅
尼
を

書
い
て
納
め
た
塔
を
指
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
、
身
分
の
高

い
人
の
供
養
塔
・
墓
碑
塔
と
し
て
建
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
南
町
内
に
は
、
完
全
な
も
の
や
一
部

欠
損
し
て
い
る
も
の
な
ど
を
含
め
て
宝
篋

印
塔
が
約
40
基
あ
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

印
賀
と
多
里
の
２
基
に
年
代
が
刻
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
印
賀
は

「
正
平
12
年
」
（
１
３
５
７
年
）
、
多
里

は
「
天
正
18
年
」
（
１
５
９
０
年
）
と
あ

り
ま
す
。

　
印
賀
宝
篋
印
塔
は
、
鳥
取
県
に
保
護
文

化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
南
北

朝
期
に
武
士
約
２
０
０
人
が
南
朝
に
加
勢

す
る
た
め
、
戦
い
で
い
つ
死
ん
で
も
極
楽

に
行
け
る
よ
う
に
と
生
前
供
養
し
た
と
彫

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
11
月
、
霞

地
区
イ
チ
イ
荘
の
隣
に

あ
る
宝
篋
印
塔
で
大
き

な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
部
材
の
一
部
が
欠
け

て
い
ま
す
が
、
石
材
に

「
永
和
二
年
七
月
巳
年
」
（
１
３
７
６

年
）
「
逆…

」
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
た
の
で
す
。

　
「
永
和
」
は
南
北
朝
時
代
の
年
号
で
す

が
、
興
味
深
い
の
は
こ
れ
が
北
朝
方
の
年

号
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
20
年
ほ
ど

前
に
印
賀
に
南
朝
方
に
つ
く
勢
力
が
あ
っ

た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
当
時
の
こ
の
一

帯
の
人
々
が
南
朝
方
か
ら
北
朝
方
に
鞍
替

え
し
た
と
い
う
可
能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　
南
北
朝
時
代
に
つ
い
て
の
資
料
は
少
な

く
、
地
域
史
を
考
察
す
る
に
は
難
し
い
時

代
だ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
今

回
の
発
見
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
で
町
の

歴
史
を
考
察
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
南
町
内
に
は
、
国
・
県
・
町
が
指
定
し
て
い
る
文
化
財
が
24
件
あ
り
ま
す
。

文
化
財
の
種
別
は
、
動
植
物
、
建
築
物
、
建
造
物
、
彫
刻
、
地
質
鉱
物
、
墳
墓
寺
社
跡
の

よ
う
な
有
形
の
も
の
の
ほ
か
、
日
南
神
楽
や
霞
の
ド
ン
ド
さ
ん
の
よ
う
な
無
形
の
風
俗
風

習
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
「
宝
篋
印
塔
」
を
紹
介
し
ま
す
。

Hello!
ルーシーです

　The Christmas 
Song（1961）

　　　歌手：Nat 
King Cole

Let it Snow! Let it
 Snow! Let it Snow

! （1950）

　　歌手：Frank 
Sinatra

Baby, it’s Cold Ou
tside（1949）

　　歌手：Dean M
artin, Marilyn Ma

xwell

Have Yourself a M
erry Little Christ

mas（1960）

　　歌手：Ella Fi
tzgerald

Sleigh Ride（1948
）

　　Leroy Anders
onがオーケストラの

ために作曲して、

　　今も中学・高
校の吹奏楽部で人

気

O Come All Ye Faithful ラテン語、一番古い写本は18世紀Deck the Halls 16世紀ウェールズのメロディ、19世紀英語歌詞God Rest Ye Merry, Gentlemen イギリス16世紀～17世紀O Holy Night フランス1840年代、Josh Grobanのカバーが好きCarol of the Bells ウクライナ1910年代、1930年代英語の歌詞

Chrismas Time is Here（1965）
 スヌーピーのテレビ映画「A Charlie Brown Christmas」  
 から。すごく人気なジャズのクリスマスアルバムです。
Walking in the Air（1982）
 イギリスの短い映画「The Snowman」から。
 YouTubeで全部見られます！

だ
　 

ら
　 
に

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う



まちの話題まちの話題
にちなん十色石見分園

稲刈り体験

　にちなん十色石見分園で、園

児たちが稲刈り体験を行いまし

た。少し小雨の降る中でしたが、

後藤厚見さん（上石見）と農業

研修生の灘秀二郎さん（矢戸）

の指導のもと、稲刈りを無事に

終えることができました。園児

たちは、親指を上側にして稲を

持って刈ることなど、稲刈りの

コツを教わり、一生懸命鎌で稲

を刈っていました。

　山里Loadにちなんでは、8台の電動アシスト付き自

転車を導入し、9月26日からレンタサイクルを開始し

ました。10月12日には試走会が行われ、山里Loadにち

なんや商工会、役場職員などの関係者がサイクリング

コースの試走を行いました。試走コースは生山駅を出

発した後、桜子峠を経由し旧日野上小学校などを巡る

もので、高低差約350メートルのコースながらも、

「電動アシストのおかげで楽に登ることができた」と

参加者は話していました。

　自転車は、1台あたりクロスバイクタイプが1,000円、

折りたたみ式タイプが1,500円で、1日借りることがで

きます。どなたでもご利用いただけますので、観光だ

けではなく買い物や運動など、町民のみなさんもお気

軽にご利用ください。

６
10

㈱アート建工から
企業版ふるさと納税

　米子市などを中心に一戸建ての新築・分譲住宅を販売

施工している㈱アート建工から企業版ふるさと納税をい

ただき、寄贈式が行われました。企業版ふるさと納税と

は、自治体の実施する地方創生や人口減少課題に対して

民間企業が寄附を行い、その資金を活用して自治体の問

題解決や企業と自治体のパートナーシップの構築を目指

すものです。今回は、J-クレジットの地域コーディネー

ターを務めている米子信用金庫の仲介によって、同社か

らの企業版ふるさと納税が実現しました。

　寄贈式では中村町長から㈱アート建工の魚谷宗司社長

に、木で作られた感謝状が手渡されました。魚谷社長は

「弊社は売上の９割が木造住宅で、今後は日南町役場の

ような非住宅の木造化に

も積極的に取り組みたい。

先進的な取り組みをして

いる日南町と一緒に、木

造の振興を進めていきた

い」と話していました。

20
10

レンタサイクル始めました！

　大宮まちづくり協議会が運

営するカフェ「きぐうの森」

が、大宮地域振興センター内

にオープンしました。まち協

カフェは、地域のみなさんの

憩いの場をつくりたいとの思

いで実現したもので、念願の

オープンとなりました。カ

フェは木曜日と金曜日の10時

から16時まで営業しており、

どなたでも気軽にご利用いただけます。現在、カフェ

内にはスケッチ画や植物などが飾られており、ゆっく

りくつろげる空間になっています。

　また、センター２階に

は、たたらや炭焼、昔の

大宮人の暮らしに関する

資料やジオラマなどが展

示されています。ぜひ、

お誘いあわせてお越しく

ださい。

大宮まち協にカフェがオープン！20
10

鳥取県優秀農林水産業者等表彰

　他の模範となる優秀な経営を行っている農林水産業

者を鳥取県知事が表彰する、「鳥取県優秀農林水産業

者等表彰」の表彰式が鳥取市民会館で行われました。

日南町からは、「未来を担う青年農林水産業者」とし

て坪倉弘和さん（阿毘縁）が表彰されました。

　坪倉さんは平成28年に日南町にＵターンした後、農

業研修制度を活用して研修し、

平成29年４月にトマト農家とし

て独立就農しました。就農後、

安定した営農実績を維持しなが

ら、地域農業の課題解決に向け

て積極的に将来像を話し合うな

ど、意欲的な取り組みが評価さ

れ、この度の表彰となりました。

19
10
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ごとう

つぼくら ひろかず

あつみ

なだ しゅうじろう

祝

うおたに そうじ

クロスバイクタイプ 折りたたみ式タイプ



鳥取県畜産共進会

　年に１度、鳥取県内の優秀な和牛が集い、改良の成

果を競う鳥取県畜産共進会（県共）が、琴浦町にある

鳥取県中央家畜市場で開催されました。この品評会に

は鳥取県の東部・中部・西部から選ばれた41頭の和牛

が出品され、５つの部門で繁殖用の雌牛が体格の美し

さを競いました。審査の結果、日南町からこの品評会

に出品した中田誠さん（神戸上）が、若雌１区と母系

牛群４区の２つの部門で優等賞主席を獲得しました。

　犯罪の予防や青少年の非行防止などの防犯活動を積

極的に推進し、地域社会の中核となって安心安全なま

ちづくりに貢献したとして、池岡弘紀さん（霞）が鳥

取県防犯連合会から表彰されました。黒坂警察署で行

われた表彰伝達式では、同署の砂澤俊吾署長から池岡

さんに表彰状が手渡されました。池岡さんは令和３年

から少年健全育成指導員を務め、また、約10年前から

小学生の陸上クラブ・にちなんアスレチッククラブの

代表として子どもたちに陸上を指導しており、その活

動を通じて青少年の健全育成に取り組んでいます。池

岡さんは「子どもたちと同じ目線で会話することを大

事にして活動して

いる。子どもたち

には、思ったこと

を素直に言葉にで

きる大人になって

ほしい」と話して

いました。

まちの話題まちの話題

29
10 池岡弘紀さんが

県防犯連合会から表彰24
10

ふる里まつりと関連イベント　秋晴れの中にぎやかに

　総合文化センターと役場庁舎周辺で、にちなんふる里まつりが開催されました。今年は、３年ぶりに開催された

にちなん食のバザールやにちなんキッズおしごとフェア、日南町林業まつり、日南町駅伝競走大会なども同時開催

され、約2,500人の来場がありました。コロナ禍の影響により規模を縮小しての開催が続いていましたが、今年は

盛りだくさんの内容でにぎやかに開催されました。

　今年のふる里まつりは、「育ち合う　伝え合う　文化の輪」をテーマに開催され、作品展示や芸能発表、鳥取大

学の出前科学実験教室などが行われました。また、30日に行われた日南町駅伝競走大会は今年で第50回を迎え、町

内外から参加した14チームのランナーによる熱戦が繰り広げられました。

９　  広報にちなん令和４年12月

10
29･30

なかだ まこと

いけおか ひろき

すなさわ しゅんご



健康診査！がん検診！

コロナ禍でも、健康診査・がん検診は必要な検査です。
次回が今年度最後の集団検診となります。ご自身の健康のためにも、ぜひこの機会をご活用ください。

福祉保健課

　坪倉 洋子 406主任保健師

 広報にちなん令和４年12月　  10

検診を受
けたら

たったも
ポイント

プレゼン
トじゃ

!

受け忘れていませんか⁉

～今年度“最後の集団検診”です。
　　まだの方はぜひ、ご予約ください～

■場　　所：日南町総合文化センター
■受付時間：８：３０～10：30　※午前のみ
■内　　容：健康診査（特定･高齢者･一般）
　　　　　　がん検診（胃･肺･大腸･子宮･乳）

令和５年１月13日㈮

※１月６日頃を目安に『受付票』を福祉保健課から
　ご自宅へ送付します。『受付票』には当日の集合・
　受付時間、持ち物などを記載していますので、ご
　確認ください。

予
約
方
法

①電話予約
　役 場 住 民 課 ＴＥＬ：８２－１１１２
　　または
　役場福祉保健課 ＴＥＬ：８２－０３７４

②インターネット予約
　日南町公式ホームページから
　ご予約ください。

③窓口予約
　役場住民課・福祉保健課窓口でもお申込みいただけ
　ます。

医療機関でも、胃がん（胃カメラ）・子宮がん・乳がん検診を無料で受けることができます。
医療機関によって検診の実施時期、受けられる検診の内容、検診日が異なります。ただ今受付中です
ので、ご希望の方はお早めに役場福祉保健課(TEL：82-0374)までお問い合わせください。

【医療機関でのがん検診】

狂犬病予防注射を必ず毎年行いましょう飼い主の
皆さんへ

　狂犬病予防法により、生後91日以上の犬には毎年
１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
　狂犬病予防注射は、毎年４月１日から６月30日ま
でに受けることとされていますが、新型コロナウイル
ス感染症拡大により、令和４年度は12月31日までと
なっています。接種を怠った場合には20万円以下の
罰金となる場合があります。今年度の接種を行ってい
ない場合、必ず期日までに行ってください。

～　新たに犬を飼い始めた方は、日南町への登録が必要です　～
　犬を飼い始めてから30日以内に、お住まいの自治体へ飼い犬の登録を行うことが法律で定められ
ています。登録が完了すると、登録番号が記載された「鑑札」が交付されますので、必ず首輪等に付
けてください。
　詳細については、役場福祉保健課（TEL：82-0374）までお問い合わせください。

飼い主さんの3大義務

１．飼い犬の町への登録

２．狂犬病の予防注射

３．鑑札と注射済票の装着



第
６
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

「
人
権
の
花
・
寄
せ
植
え
教
室
」

12
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

Vol.165

Vol. 165

電話８２－００７６
ﾌｧｸｽ８２－０１１０

s0150@town.nichinan.lg.jp
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講師から「植物の持つ力」を教えて
いただきました。

出来上がった寄せ植えを持って「にっこり」。癒しの効果アリです。

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

守っているのは
自分だけ？

　10
月
25
日
、
「
寄
せ
植
え
教
室
」
を

開
き
ま
し
た
。
講
師
は
「
園
芸
福
祉

士
」
の
資
格
を
持
つ
後
藤
厚
見
さ
ん
、

後
藤
博
子
さ
ん
で
す
。
「
園
芸
福
祉
」

の
目
的
に
は
、
園
芸
の
楽
し
さ
を
広
め

て
仲
間
づ
く
り
を
し
た
り
交
流
の
き
っ

か
け
を
作
っ
た
り
、
専
門
知
識
を
生
か

し
て
高
齢
者
等
で
も
作
業
が
し
や
す
い

環
境
を
提
供
し
て
園
芸
に
親
し
ん
で
も

ら
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
植
物
の
持
つ
力
を
、
色
や
香
り
、

感
触
な
ど
を
通
じ
て
分
け
て
も
ら
う
こ
と

で
、
身
体
や
コ
コ
ロ
を
癒
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
効
果
が
あ
り
、
「
園
芸
療
法
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
効
用
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
回
は
ひ
と
つ
の
鉢
に
い
く
つ
か
の

種
類
の
花
を
混
植
し
て
色
ど
り
を
楽
し

む
「
寄
せ
植
え
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

14
人
の
参
加
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い

思
い
の
ア
レ
ン
ジ
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

談
笑
の
中
作
業
が
進
み
、
出
来
上
が
っ

た
作
品
を
お
互
い
に
眺
め
て
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
集
ま
る

機
会
が
減
っ
た
中
、
久
々
の
交
流
で
楽

し
い
時
間
に
な
り
、
園
芸
福
祉
の
効
果

を
実
感
し
ま
し
た
。

【
花
言
葉
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
】

今
回
植
え
た
草
木
の
花
言
葉
で
す
。

●
ゴ
ー
ル
ド
ク
レ
ス
ト

「
ま
っ
す
ぐ
に
生
き
る
」

●
シ
ロ
タ
エ
ギ
ク

「
あ
な
た
を
支
え
ま
す
」

●
シ
ク
ラ
メ
ン

「
奥
ゆ
か
し
さ
」

■
日
時
　
12
月
９
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　人
権
に
関
す
る
お
悩
み
や
、
行
政
の

仕
事
に
つ
い
て
の
困
り
ご
と
を
、
人
権

擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委
員
が
お
受
け

し
ま
す
。
予
約
不
要
で
す
。

　夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
い
じ
め
や
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　法
務
局
職
員
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
電
話
番
号
　
０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

■
受
付
時
間
　
平
日
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　 

午
後
５
時
15
分



　
現
在
、
炭
は
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
時
に
使
う
も
の
と
い
う
印
象
が
強
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が

一
般
家
庭
に
普
及
し
た
昭
和
35(
1
9
6
0)

年
以
前
は
、
炭
が
普
通
に
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
か
つ
て
の
日
南
町
で
は
た
た
ら
製
鉄
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
鉄
を
溶
か
す
た
め

の
炭
が
大
量
に
必
要
で
し
た
。
今
で
も
日
南

町
の
山
の
中
を
歩
く
と
、
昔
に
炭
焼
き
を

行
っ
た
痕
跡
で
あ
る
小
さ
な
す
り
鉢
状
の
地

形
が
た
く
さ
ん
確
認
で
き
、
昔
は
至
る
所
で

炭
焼
き
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　
話
を
少
し
変
え
て
、
「
里
山
」
の
話
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
「
里
山
」
と
は
薪
や
炭

を
得
る
た
め
に
頻
繁
に
人
の
手
が
入
っ
て
い

た
山
の
こ
と
で
あ
り
、
単
な
る
広
葉
樹
の
森

と
は
別
も
の
で
す
。
里
山
に
は
希
少
な
動
植

物
が
多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
近
年

で
は
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
が
手
を

入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
守
ら
れ
た
動
植
物
が
、

多
く
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
昔
は
薪
や
炭
を
得
る
た
め

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

炭
焼
き
の
技
術
・

　
　
　文
化
を
継
承
す
る

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

に
広
葉
樹
の
森
林
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
良
好
な
状
態
の
里
山
が
広
く
存
在

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
の
手
が

入
っ
た
里
山
を
残
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
、

炭
焼
き
の
技
術
や
文
化
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
、
『
日
南
炭
焼
き
ク
ラ
ブ
』
が
発
足
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
日
南
炭
焼
き
ク
ラ
ブ
に

よ
り
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
演
習
林
内
に
あ
る

炭
窯
を
補
修
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
炭
焼
き
の
実
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
若
い
世
代
に
炭
焼
き
の
技

術
や
文
化
を
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
も
し
、
炭
焼
き
に
興
味

が
あ
る
方
は
、
日
南
炭
焼
き
ク
ラ
ブ
や
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
声
掛
け
頂
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
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今
回
は
モ
グ
ラ
捕
獲
の
コ
ツ
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
モ
グ
ラ
捕
獲
器
に
は
筒
式
、
挟
み

式
、
落
と
し
穴
式
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

形
の
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
捕

獲
機
も
モ
グ
ラ
の
道
に
設
置
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
モ
グ
ラ
捕
獲
に
お
い
て

重
要
な
の
は
、
モ
グ
ラ
が
よ
く
通
る

道
を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
で
は
、

モ
グ
ラ
の
よ
く
通
る
道
と
は
？
実
は
、

モ
グ
ラ
が
作
る
道
に
は
次
の
よ
う
な

種
類
が
あ
り
ま
す
。

①
幹
道

　
巣
に
通
じ
る
道
。
確
実
に
通
る
道

だ
が
、
地
下
深
い
場
所
に
あ
る
。

②
生
活
道

　
エ
サ
場
を
探
す
た
め
掘
ら
れ
る
幹

道
か
ら
派
生
し
た
道
。
ほ
ぼ
毎
日
使

用
さ
れ
る
。

③
探
餌
道

　
エ
サ
を
探
す
た
め
に
生
活
道
か
ら

派
生
し
た
道
。
基
本
的
に
使
い
捨
て

で
、
行
き
止
ま
り
の
こ
と
が
多
い
。

　

　
①
の
幹
道
は
深
く
て
捕
獲
機
の
設

置
が
困
難
で
、
③
の
探
餌
道
は
使
い

捨
て
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
捕

獲
器
を
設
置
す
べ
き
道
は
、
②
の
生

活
道
で
す
。

　
で
は
、
こ
の
生
活
道
を
ど
う
や
っ

て
探
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？
簡

単
な
見
つ
け
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
モ
グ
ラ
の
道
が
集
ま
っ
て

い
る
所
を
見
つ
け
ま
す
。
道
を
露
出

さ
せ
る
よ
う
に
少
し
削
り
な
が
ら
平

ら
に
な
ら
し
、
道
に
軽
く
砂
を
詰
め

て
道
を
一
旦
つ
ぶ
し
ま
す
。
翌
日
以

降
、
道
が
復
活
し
て
い
る
か
を
確
認

し
ま
す
。
３
回
連
続
し
て
道
が
復
活

し
た
場
合
は
確
実
に
生
活
道
で
す
。

１
週
間
以
上
待
っ
て
も
道
が
つ
ぶ
れ

た
ま
ま
の
場
合
は
、
場
所
を
変
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
生
活
道
を
見
つ
け
ら
れ
た
ら
、
い

よ
い
よ
捕
獲
器
の
設
置
で
す
。
次
回

は
、
モ
グ
ラ
の
捕
獲
器
の
種
類
と
設

置
方
法
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート

第17回
土中の暴れん坊②
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日野郡特産野菜を栽培してみませんか？
白ネギ・ピーマン・ブロッコリーの新規生産者を募集しています！

・JAにより販路は確立済み
・価格差補給事業の対象品目

〇各品目の共通点
●：播種　▲：定植　　　　：収穫

〇各品目のメリット
　　　　　　　・デメリット

労働時間 粗収益 メリット デメリット

個選の場合は皮むき器が必要
においや音の配慮が必要

収穫、調整に時間がかかるため、大面
積での栽培が難しい

収穫適期幅が短いため、時期をずらし
て大面積で栽培する必要がある

収穫適期幅が広いので自分のペー
スで作業できる

初期投資が少なく、女性や高齢者
でも取り組みやすい

初期投資が少なく、大面積での栽
培が可能

約90万円/10a

約110万円/10a

約30万円/10a

500時間/10a

645時間/10a

113時間/10a
（1作あたり）

白ネギ

ピーマン

ブロッコリー

【問合せ】日野農業改良普及所（TEL：72-2025）、鳥取西部農協日野営農センター（TEL：72-0338）

栽培してみたいけど
ちょっと不安…

栽培基礎講習会や巡回指導等で、適期管理ができるよ
うにサポートします！
栽培してみたい、詳しく知りたいという方は、普及所
またはJAまでお気軽にご連絡ください。

日野高ニュース

　３年次生「日野探究Ⅱ」Ｗｅスポーツチームによる「Ｗｅスポーツレクリエー
ション」も、今年度残りわずかとなりました。
　今回は日南町での初めての開催で、花口活性化センターにお伺いし、「Ｗｅス
ポーツレクリエーション」を実施しました。参加者は10人で、まず準備体操と
して、じゃんけんゲーム、どうぶつクイズ、ひとおや体操を行いました。その
後、「太鼓の達人」を行い、リズムに合わせて体を動かしたり声を出したりし
て、参加者のみなさんに楽しんでもらうことができました。参加された方から
は、「またやりたい、また来てね」「とても楽しかった」「頭の体操になった」
「初めての体験でよかった」などの声をいただき、生徒にとって大きな励みにな
りました。次回が「Ｗｅスポーツレクリエーション」の最後となります。最後ま
で頑張っていきます！

日野探究Ⅱ「Wｅスポーツ」ｉｎ日南町

　１年次生が「生活福祉基礎」の授業で、社会福祉法
人日翔会の村上富美恵さんをお招きし、「高齢者の身
体の特徴」「施設で働く方の１日について」「食事介
護の体験」「危険予知」など、さまざまな内容をご指
導いただきました。
　食事の介護の体験では、実際に「お茶ゼリー」を使ってスプーンで食べさせ
あう体験をしました。村上さんには、質問にもたくさん答えていただき、介護
施設の様子も詳しく知ることができました。ありがとうございました。今回の
講座で学んだことを、今後の進路や授業に活かしていきたいと思います。

介護の出前講座「知ってみよう！介護のこと」

○各品目の作型
白ネギ

（夏どり）
白ネギ

（秋冬どり）

ブロッコリー
（初夏どり）

ピーマン

ブロッコリー
（秋冬どり）

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

● ● ▲

●
●

▲
▲

● ▲
● ● ▲ ▲

▲

▲

▲
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　寒くなり、暖房器具を使い始める時期となりまし

た。暖房器具は使用する前に点検し、使用方法など

をご確認ください。空気が乾燥し、火災が発生しや

すい時期です。火の取り扱いには十分注意してくだ

さい。

≪暖房器具取扱いの注意点≫

・カーテンや布団、紙類などの燃えやすいものをそ

　ばに置かないでください。

・暖房器具をつけたまま就寝すると、気づかない間

　に布団などが暖房器具に接触して発火する恐れが

　あります。

・暖房器具の上に洗濯物を干すと、洗濯物が落ちて

　発火する恐れがあります。

・持ち越した灯油などは使用しないでください。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合消防局予防課

　 TEL：0859-35-1954

　 FAX：0859-35-1961

暖房器具は点検してから
　　　　　　　　　ご使用を！

お願い
　鳥取県司法書士会では、下記のとおり相談会を開

催します。無料で相談をお受けしますので、お気軽

にご利用ください。

□日 12月14日（水）14：00～16：00（前日までに要予約）

□場 米子コンベンションセンター　第２会議室

□内 相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、

　  多重債務など

※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止と

　することがあります。

□申 ･□問 鳥取県司法書士会

　　　  TEL：0857-24-7024

司法書士による無料法律相談会お知らせ

　「小規模企業共済制度」は、個人事業主（共同経

営者含む）または会社等の役員の方が事業を廃止さ

れた場合などに備えてあらかじめ資金を準備してお

く共済制度で、「小規模企業の経営者のための退職

金制度」といえます。掛金の全額が所得控除になる

ため、高い節税効果があります。詳しい内容のお問

い合わせと加入申込みは、商工会や金融機関の窓口

で行うことができます。ホームページは「小規模共

済」で検索してください。

□問 （独）中小企業基盤整備機構　共済相談室

　　TEL：050-5541-7171（平日9：00～17：00）

小規模企業共済制度のご案内お知らせ

　放送大学は令和5年4月の入学生を募集しています。

松江市でも入学説明会・相談会を開催しますので、

ぜひご参加ください（事前申し込みが必要です）。

□日 12月24日（土）・2月12日（日）・3月5日（日）

　　いずれも午前10時から・午後２時からの2回

□場 放送大学島根学習センター

　（松江市白潟本町43  スティックビル4階）

●出願期間

　第１回 2月28日（火）まで／第２回 ３月14日（火）まで

　（インターネット出願も受け付けています）

□問 放送大学島根学習センター

　  TEL：0852-28-5500

　  https://www.sc.ouj.ac.jp/center/shimane/

放送大学4月入学生募集募集

【問合せ】役場企画課　TEL：82-1115

たったもカード スペシャルポイント 　　　　  　　　　プレゼント!!
　コロナ禍において原油価格・物価の高騰による影響を受けている町民のみなさんと町内事業者の支援を目的と
して、たったもカードの第4弾スペシャルポイントを11月16日に付与しています。今回は町民のみなさん全員を
対象（※）とし、10,000ポイント（1万円相当）をプレゼント！
　16歳以上（平成19年4月1日以前に出生）の方にはご本人のカードに、15歳以下
（平成19年4月2日以降に出生）の方には世帯主の方のカードにそれぞれ付与します。
　ポイントの有効期限は令和5年5月31日です。町内でのお買い物に、ぜひご活用ください。

10,000ポイント

※令和4年11月２日現在で、日南町の住民基本台帳に登録されている方が対象です。

　連合は「労働相談ダイヤル」を開設し、雇用形態

にかかわらず働くみなさんのトラブルや心配事の解

決に向け、相談員が秘密厳守でお応えします。一人

で悩まず、お気軽にご相談ください。

●実施期間　12月８日（木）～12月９日（金）

●受付時間　10：00～19：00

●相談番号　フリーダイヤル　0120-154-052

※携帯電話からも受け付けます。

※上記期間以外にも、通年的にフリーダイヤルで相

　談を受け付けています。

※24時間365日自動応答するチャットボット「ゆ

　にボ」も開設しています。「連合　ゆにボ」で検

　索してください。

□問 日本労働組合総連合会鳥取連合会（連合鳥取）

　　TEL：0857-26-6605

連合全国一斉集中労働相談
ホットラインを開設します

お知らせ

～STOP！長時間労働
　－あなたの働き方は大丈夫？～

おわび　広報にちなん11月号の訂正　10月25日発行の広報にちなん11月号に一部誤りがありました。お詫びして訂正します。
●訂正箇所：21ページ　お知らせ 11月11日～11月17日は「税を考える週間」です
　　　　　　誤：令和4年度のテーマ「くらしを支える税」　正：令和4年度のテーマ「これからの社会に向かって」
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に
君
臨
す
る
上
弦
の
月
　
　
　
　
　 

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

コ
ー
ヒ
ー
に
落
し
た
ミ
ル
ク
浮
く
一
人
の
朝
食        

神
戸
上
　柴
田
　篤
子

会
っ
た
事
も
な
い
叔
父
の
名
前
を
な
ぞ
っ
て
み
た
忠
魂
碑  

茶
　屋
　長
谷
川
由
美
子

今
咲
く
訳
を
問
う
て
み
た
い
一
房
の
藤
の
花
　
　 

茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

今
日
は
何
日
夫
と
朝
の
あ
い
さ
つ
　
　
　
　        

宝
　谷
　長
尾
　智
惠

春
が
来
た
よ
と
玄
関
で
立
ち
舞
う
ツ
バ
メ
の
あ
い
さ
つ
廻
り 

茶
　屋
　岸
本
　治
枝

小
畑
耕
し
身
に
合
っ
た
程
の
茄
子
や
胡
瓜
　
　        

茶
　屋
　木
山
　操
子

日
永
の
退
屈
か
ぼ
ち
ゃ
の
蔓
が
道
を
這
う
　
　     

茶
　屋
　小
林
　道
子

亡
き
人
偲
ぶ
箱
根
卯
木
の
紅
白
の
花
房
　
　
　
　
　 

生
　山
　渡
邊
　圭
子

緑
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ね
く
ね
登
り
山
の
上
に
私
の
家  

茶
　屋
　木
山
　輝
子

い
た
だ
け
ば
　
味
わ
え
ば
食
え
ば
　
日
野
の
秋
　     

萩
　原
　岡
本
　健
三

崩
御
山
　
裾
野
群
れ
咲
く
　
彼
岸
花
　
　
　
　     

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

好
き
な
本
　
積
み
て
嬉
し
き
　
夜
長
か
な
　
　     

宮
　内
　田
邊
登
志
美

露
け
し
や
　
朝
の
汁
の
み
　
採
り
て
濡
れ
　
　
　  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

柿
た
わ
わ
　
老
い
て
楽
し
み
　
食
に
あ
り
　
　
　  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

運
動
会
　
童
心
に
も
ど
り
　
に
ぎ
や
か
に
　
　
　  

神
戸
上
　笹
間
　玲
子

柿
の
実
も
　
古
木
に
な
る
ほ
ど
　
味
が
よ
く
　
　  

　霞
　
　渡
邊
　文
照

秋
晴
れ
や
　
胴
に
お
ど
ろ
く
　
宮
参
り
　
　
　
　  

下
石
見
　矢
田
貝
　元

俳

　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

秋
深
し
山
々
覆
い
た
る
朝
霧
を

　
　
　
　
溶
か
す
ご
と
く
に
朝
日
覗
き
ぬ

寒
き
日
に
冷
た
き
風
や
頬
を
撫
で

　
落
葉
踏
み
つ
つ
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク

上
石
見
　福
田
　輝
之

軒
先
で
北
風
揺
ら
す
干
柿
の

　
　
　
摩
訶
不
思
議
な
る
生
り
年
の
謎

湯
　河
　山
田
　司
郎

霧
の
朝
電
車
は
走
る
ガ
タ
ゴ
ト
と

　
　
　
　
　
姿
見
せ
ね
ど
音
の
み
聞
こ
ゆ

病
棟
の
検
査
入
院
小
窓
よ
り

　
　
　
　
　
望
む
太
陽
真
赤
に
燃
ゆ
る

下
石
見
　浅
川
　三
郎

エ
イ
ヤ
ア
ー
で
投
稿
し
ろ
よ
君
の
云
う

　
　
　
　
今
日
は
私
の
短
歌
記
念
日

下
石
見
　佐
伯
　美
鈴

豊
穣
の
静
か
な
る
里
黄
昏
し

　
　
　
　
　
銀
杏
霊
樹
黄
金
に
染
ま
る

阿
毘
縁
　木
村
　民
子
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「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝
え
る

手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条
例
制
定
後
、

手
話
を
見
か
け
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
日

南
町
手
話
サ
ー
ク
ル
で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の

ペ
ー
ス
で
基
本
的
な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
手
話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

緒
に
手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

・
　４
日（
日
）・
18
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所

　文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
先
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)「手話表現には、色々な表現方法があります。」

12
月
の
日
程

お悔やみ申し上げます
氏　　名　       　　       年　齢　　　　   住　所

日　下　芙佐江　　 83歳　　　 三　栄

原　　　 　　 98歳　　　 三　栄

須　田　伊久夫　　 91歳　　　 多　里

小　谷　久　已　　 87歳　　　 神戸上

久　代　重　男　　103歳　　　 　霞

伊　田　忠　 　　 91歳　　　 神戸上

原　　　富　一　　 81歳　　　 三　栄

富　田　　　徹　　 86歳　　　 阿毘縁

（令和４年10月16日～令和４年11月15日受付分）

令和４年10月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,913（ −  9）  ■人 口  4,167（ − 22）
■    男 1,973（ − 13）  ■　  女  2,194（ −  4）

人差し指で歯を
指差し左へ引く

人差し指で唇を
指差し右へ引く

「
紅
白
」

両手の指を広げ
手の甲を前に向
け交互に上下に
動かす

両手の指先が向か
いあうように胸の
前に置き両手を同
時に上下する

「
映
画
」

「
テ
レ
ビ
」

な

＋

（赤） （白）

弃辛

拜邦



オッサン

ショウオが行く 生田  洋平さん
いくた　　　 ようへい

プロフィール
　日南町霞出身の33歳。大阪の大学を卒業後、日南町へ

Uターン。その後、鳥取西部農業協同組合に就職し、今年

で10年目を迎えた。プライベートでは同じ日南町出身の

妻・彩さんと結婚し、現在は一児の父。

今後の目標は

　とにかく今の共済の仕事で一人前になるのが目下

の目標です。また、消防団や自治会の執行部にも

入っているので、微力でも地元の役に立てればと思

います。娘がいるので、父としても家族を大切にし

ていきたいと思っています。

日南町のみなさんへのメッセージ

　農協に関することならどんなことでもいいので、

気軽に相談してください。声を掛けてもらえるとう

れしいです。

大切にしていることは

　お客さんのことを一生懸命に考えた提案をするこ

とです。お客さんのことを自分や自分の家族のよう

に思って、絶対に損をさせることのないように、と

心がけています。

難しいことは

　　信用から共済に異動して仕事の内容が全く変

わってしまったので、たくさんのことを一から覚え

ることに苦労しています。それでも最近は少しずつ

できることが増えてきました。

　現在は、日南支所の共済課でLA（ライフア

ドバイザー）として働いています。それ以前は

８年間信用の仕事をしており、その中でも外回

りの仕事が多かったです。

仕事内容は

　とにかくみなさんの役に立てることがやりが

いです。外回りの仕事が長かったおかげもあり、

たくさんの人に顔を覚えてもらい、名前を呼ん

でもらって声を掛けてもらえることが本当にう

れしいです。

仕事のやりがいは

鳥取西部農業協同組合

この仕事に就こうと思った
きっかけは

　日南町にUターンして働ける仕事を探してい

たのがきっかけです。規模は大きくないですが

我が家も農業をしていて、その農業を支える農

協は子どものころから身近にありました。
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